




















極条件 ・陰極条件 ・擬似刺激条件)を 行い,前 後に同側示指
での最大努力 タッピング運動を実施 した(図1).課題は安静




12本)の全34チ ャネル とした(図2).安静時か らの変化量 を
算出した後,3回 分を加算平均 し,運 動中に安定 したoxyHb
の上昇が認められた運動後半10秒間の平均値を求めた.一元
配置分散分析 によ りtDCS前,tDCS後,tDCS前後の変化量を,
それぞれ領域毎に条件間で比較 した.有意確率は5%と した.
【結果】
運動時脳血流上昇の刺激前後の変化量には各領域とも条件
問で有意な差は認められなかった.(表1-4)
【考察】
tDCS実施中には,電極直下のみでなく広範囲の領域で灌流
変化が生じ,刺激条件によっても変化が異なることが報告さ
れている.しかし,tDCSを運動と同側半球に与えた場合,tDCS
実施前後での運動課題に対するoxyHbの変化は,刺激条件に
よる影響を受けないことが考えられた.
【結論】
最大努力指タッピング運動中の刺激対側の運動関連領野に
おける脳血流変化量は,刺激条件間で差がないことが示され
た.
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